
3か月予報 8月は猛暑に警戒 秋も残暑が厳しい
太平洋側は秋の大雨にも注意

気象庁は今日23日、8月～10月にかけての3か月予報を発表し
ました。平均気温は10月にかけて、全国的に平年よりも高い
予想です。

気象庁によると、太平洋高気圧の勢力がしばらく強い状態が
続くことに加え、今後ラニーニャ現象が発生する予想である
ことから、全国的に気温が高い傾向が続く見込みです。

夏の間は、太平洋高気圧の上にチベット高気圧が重なって気
温が上昇しやすく、最高気温が35℃を超えるような猛暑が続
くおそれがあります。また、秋に入る9月や10月になっても
残暑が厳しい可能性があり、この先もしばらく暑さ対策が欠
かせません。



最新の梅雨明け予想 来週前半にかけて東北に前線停滞
東北・北陸は8月に持ち越しへ

日本気象協会は今日25日、最新の梅雨明け予想を発表。しば
らく前線が停滞し、東北・北陸の梅雨明けは8月に持ち越し
へ。今日25日は山形県に「大雨特別警報」が発表され、記録
的な大雨となりました。今夜は再び雨が強まり、明日26日に
かけて東北は広く「警報級の大雨」に。大雨被害が更に拡大
する恐れもあるため夜間も安全な場所に避難し、最大級の警
戒を続けてください。
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